
 

  

 

 本セミナーは、「FFTアナライザを使ってみたいが難し
そう」と思われている方、また「今までFFTアナライザを
操作してきたが今ひとつよくわからない、もう一歩踏み込
みたい」と思われている方を対象としたFFT解析のセミ
ナーです。 
 FFT解析の基本原理と基礎知識の講習を通して普段なか
なか接することのないFFT解析の背景をご理解いただき、
さらにFFTアナライザの実機操作を通して、測定時のポイ
ントなどを習得します。音響や振動の問題に関わってい
らっしゃる皆様に、ぜひ本セミナーを受講して頂き、 FFT
測定・解析方法の知識を深めていただけますよう、ご案内
申し上げます。 
 

 ＦＦＴ解析の原理および意味について詳細に解説します。
さらに、FFT解析を行う際に陥りやすい問題点や制限事項
について解説いたします。 
 
■正弦波の組による波形の変化 ■聴覚の仕組みと波形分析
■Fourier 分析の例 ■波形の基本周期と倍音分析  
■波形の標本化と周期分析の限界 ■波形の対称性と 
スペクトルの特徴 ■正と負の周波数による正弦波の表現 
■周波数分析と波形表現 ■うなり現象 

 

 2人に1台のFFTアナライザ（DS-3000シリーズ）を使
用します。信号を入力してから解析するまでに必要とする、
重要な設定事項や表示方法などを、信号波形を見ながら操
作していただきます。また、FFTアナライザに内蔵されて
いる各種処理関数についてその使い方を学びます。 
 
■時間波形 ■入力レンジとカップリング ■窓関数 
■周波数レンジ ■パワースペクトル ■トリガ機能 
■平均化処理等の処理機能 ■振動音響センサの校正方法   
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